
JP 2019-97930 A 2019.6.24

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】マットレスに対する着脱作業を簡便に行え、繰
り返しの使用による経年劣化を抑制するシーツを提供す
る。
【解決手段】略長方形状のシーツ本体１１と、前記シー
ツ本体１１の両短辺に設けられた一対の短辺側耳部１２
と、前記シーツ本体１１の両長辺に設けられた一対の長
辺側耳部１３と、を備え、前記短辺側耳部１２及び前記
長辺側耳部１３は、その縁部にかがり加工が施されてな
ることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略長方形状のシーツ本体と、前記シーツ本体の両短辺に設けられた一対の短辺側耳部と
、前記シーツ本体の両長辺に設けられた一対の長辺側耳部と、を備え、
　前記短辺側耳部及び前記長辺側耳部は、その縁部にかがり加工が施されてなることを特
徴とするシーツ。
【請求項２】
　前記シーツ本体は、少なくとも一つの隅に、内方に向かって湾曲する湾曲縁部を有し、
　前記短辺側耳部は、前記湾曲縁部に向かって延びる短辺側縁部を有し、
　前記長辺側耳部は、前記湾曲縁部に向かって延びる長辺側縁部を有し、
　前記湾曲縁部、前記短辺側縁部及び前記長辺側縁部が滑らかに連結されていることを特
徴とする、請求項１に記載のシーツ。
【請求項３】
　前記湾曲縁部にかがり加工が施されていることを特徴とする、請求項２に記載のシーツ
。
【請求項４】
　前記短辺側縁部と前記長辺側縁部とが固着されてなるマチ部を有することを特徴とする
、請求項２又は３に記載のシーツ。
【請求項５】
　前記マチ部は、前記シーツ本体の短辺方向又は長辺方向の何れかに沿って複数形成され
ていることを特徴とする、請求項４に記載のシーツ。
【請求項６】
　前記短辺側耳部及び前記長辺側耳部の少なくとも一方は、前記シーツ本体と別体に構成
されていることを特徴とする、請求項１に記載のシーツ。
【請求項７】
　前記短辺側耳部及び前記長辺側耳部は、互いに着脱可能に連結する連結手段を有するこ
とを特徴とする、請求項１～６の何れかに記載のシーツ。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マットレスに装着されるシーツに係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、マットレスに装着されるシーツとして、布の四隅が立体的に縫合されること
で、マットレスの厚みに合わせたマチが形成されている、所謂ボックスシーツが汎用され
てきた。
【０００３】
　通常、ボックスシーツは、底面側に開口部が形成されており、この開口部の周縁には、
ゴムが挿通されていることで、マットレス全体を包み込むようにして装着される。
【０００４】
　しかし、上記したボックスシーツは、装着時の作業能率の点で、以下のような問題点を
有していた。
　即ち、作業者は、ボックスシーツをマットレスに装着する際に、開口部の周縁をマット
レスの底面に敷き込む作業を行うこととなる。この作業は、マットレスの各辺について行
われ、偏りなく装着するための位置調整も必要となる。このため、作業者は、ベッドの周
囲を周回しながら装着作業を行うこととなり、作業能率が極めて悪くなる。
【０００５】
　特に、宿泊施設や介護施設等では、シーツの付け替え作業が頻繁に行われることから、
マットレスへの付け替えを簡便に行うことが可能なシーツの開発が切望されていた。



(3) JP 2019-97930 A 2019.6.24

10

20

30

40

50

【０００６】
　このような問題点を解決するために、特許文献１及び特許文献２には、一枚の略長方形
状の布の四隅を切除し、切除部近傍に着脱手段を設けることにより構成されたシーツが記
載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１６－１６３０５号公報
【特許文献２】実用新案登録第３０８６８７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１及び特許文献２に記載のシーツは、何れも周縁に加工が一切
施されていないため、糸のほつれが発生してしまう。また、何れも四隅を直角に切除して
いることから、装着作業時等に隅へ応力が集中し、亀裂が入り易い。
【０００９】
　このため、特許文献１及び特許文献２に記載のシーツは、経年劣化が激しく、繰り返し
の使用に適していない。
【００１０】
　本発明は上記のような実状に鑑みてなされたものであり、マットレスに対する着脱作業
を簡便に行え、繰り返しの使用による経年劣化を抑制するシーツを提供することを課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明は、
　略長方形状のシーツ本体と、前記シーツ本体の両短辺に設けられた一対の短辺側耳部と
、前記シーツ本体の両長辺に設けられた一対の長辺側耳部と、を備え、
　前記短辺側耳部及び前記長辺側耳部は、その縁部にかがり加工が施されてなることを特
徴とする。
【００１２】
　本発明によれば、短辺側耳部及び長辺側耳部の縁部にかがり加工が施されていることで
、糸のほつれの発生を防止することが可能となる。
【００１３】
　本発明の好ましい形態では、
　前記シーツ本体は、少なくとも一つの隅に、内方に向かって湾曲する湾曲縁部を有し、
　前記短辺側耳部は、前記湾曲縁部に向かって延びる短辺側縁部を有し、
　前記長辺側耳部は、前記湾曲縁部に向かって延びる長辺側縁部を有し、
　前記湾曲縁部、前記短辺側縁部及び前記長辺側縁部が滑らかに連結されていることを特
徴とする。
【００１４】
　このような構成とすることで、シーツ本体の隅への応力集中を分散し、隅からの亀裂の
発生を防止することが可能となる。
【００１５】
　本発明の好ましい形態では、前記湾曲縁部にかがり加工が施されていることを特徴とす
る。
【００１６】
　このような構成とすることで、湾曲縁部の糸のほつれの発生を防止する共に、強度を向
上させ、シーツ本体の四隅からの亀裂の発生を、より起こりにくくすることが可能となる
。
【００１７】
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　本発明の好ましい形態では、前記短辺側縁部と前記長辺側縁部とが固着されてなるマチ
部を有することを特徴とする。
【００１８】
　このような構成とすることで、シーツをマットレスに装着した際、シーツに強い外力が
加わったとしても、固着された部分がマットレスの隅に引っ掛かることで、シーツの装着
位置のずれやマットレスからの不意の脱離を抑制することが可能となる。
【００１９】
　本発明の好ましい形態では、前記マチ部は、前記シーツ本体の短辺方向又は長辺方向の
何れかに沿って複数形成されていることを特徴とする。
【００２０】
　このような構成とすることで、マットレスへの装着時に、表面にしわの無い装着状態を
簡便に実現することが可能となる。
【００２１】
　本発明の好ましい形態では、前記短辺側耳部及び前記長辺側耳部の少なくとも一方は、
前記シーツ本体と別体に構成されていることを特徴とする。
【００２２】
　このような構成とすることで、シーツをマットレスに装着した際、四隅の上方への隆起
をなくすことができ、美観に優れた装着状態とすることが可能となる。
【００２３】
　本発明の好ましい形態では、前記短辺側耳部及び前記長辺側耳部は、互いに着脱可能に
連結する連結手段を有することを特徴とする。
【００２４】
　このような構成とすることで、シーツのマットレスへの着脱作業を、簡便に行うことが
可能となる。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、マットレスに対する着脱作業を簡便に行え、繰り返しの使用による経
年劣化を抑制するシーツを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施形態１に係るシーツを示す図であって、（ａ）表面図、（ｂ）裏面
図である。
【図２】本発明の実施形態１に係るシーツの断面を示す図であって、（ａ）Ｐ－Ｐ線断面
図、（ｂ）Ａ領域の拡大図である。
【図３】本発明の実施形態１に係るシーツの使用例を示す概略斜視図である。
【図４】本発明の実施形態１に係るシーツの変更例を示す図であって、（ａ）概略斜視図
、（ｂ）Ｂ領域の拡大図である。
【図５】本発明の実施形態２に係るシーツを示す図であって、（ａ）表面図、（ｂ）裏面
図である。
【図６】本発明の実施形態２に係るシーツの断面を示す図であって、（ａ）Ｑ－Ｑ線断面
図、（ｂ）Ｃ領域の拡大図である。
【図７】本発明の実施形態２に係るシーツの使用例を示す概略斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
＜実施形態１＞
　以下、図１～図４を用いて、本発明の実施形態１に係るシーツについて説明する。なお
、以下に示す実施形態は本発明の一例であり、本発明を以下の実施形態に限定するもので
はない。これらの図において、符号１は、本実施形態のシーツを示す。
【００２８】
　図１（ａ）に示すように、本実施形態に係るシーツ１は、一枚の生地を用いて構成され
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ており、略長方形状のシーツ本体１１と、シーツ本体１１の両短辺に設けられた一対の略
長方形状の短辺側耳部１２と、シーツ本体１１の両長辺に設けられた一対の略長方形状の
長辺側耳部１３と、を備えている。
　各短辺側耳部１２及び各長辺側耳部１３の形状は、略長方形状に限られず、三角形や多
角形、半円形状や楕円形状等であっても良い。
【００２９】
　シーツ本体１１は、四隅に、シーツ本体１１の内方に向かって湾曲する湾曲縁部Ｒを有
している。
【００３０】
　各短辺側耳部１２は、各短辺側耳部１２の一対の短辺を構成し、各湾曲縁部Ｒに向かっ
て延びる短辺側縁部１２１と、一対の長辺を構成する耳部長辺１２２と、を有し、短辺側
縁部１２１と、シーツ本体１１に連接されていない耳部長辺１２２には三巻縫いが施され
ている。
【００３１】
　各長辺側耳部１３は、各長辺側耳部１３の一対の短辺を構成し、各湾曲縁部Ｒに向かっ
て延びる長辺側縁部１３１と、一対の長辺を構成する耳部長辺１３２と、を有し、長辺側
縁部１３１と、シーツ本体１１に連接されていない耳部長辺１３２には三巻縫いが施され
ている。
【００３２】
　ここで、各湾曲縁部Ｒ、各短辺側縁部１２１及び各長辺側縁部１３１は、滑らかに連接
されており、各湾曲縁部Ｒにも三巻縫いが施されている。
【００３３】
　図１（ｂ）に示すように、各短辺側耳部１２及び各長辺側耳部１３の裏面には、互いに
着脱可能な連結手段Ｄが設けられている。
　本実施例においては、各短辺側耳部１２の各短辺側縁部１２１に間隔を置いて雌ホック
が２つ設けられ、各長辺側耳部１３の各長辺側縁部１３１に間隔を置いて、雄ホックが２
つ設けられている構成としている。なお、連結手段Ｄはこれに限定されず、例えば、面フ
ァスナーを用いる構成としても良い。
【００３４】
　なお、図１（ａ）及び図１（ｂ）に示す点線は、三巻縫いを施した際に表出する縫い目
を示している。
【００３５】
　図２に示すように、三巻縫いは、生地の縁部（図２では耳部長辺１２２）を、三重に重
なるように裏面に巻き込んだ状態で縫合することにより施される。
　なお、各湾曲縁部Ｒ、各短辺側縁部１２１、各長辺側縁部１３１、各耳部長辺１２２及
び１３２の加工手段は、三巻縫いに限定されず、まつり縫い、４本糸合わせ縫い等、かが
り加工であれば、どのような手段であっても良い。
【００３６】
　図３に示すように、シーツ１は、シーツ本体１１の裏面がマットレスＭの上面と接する
ように、上方から覆い被せ、各短辺側耳部１２及び各長辺側耳部１３を、着脱手段により
連結することで、マットレスＭに装着される。
【００３７】
　本実施形態によれば、短辺側縁部１２１と、シーツ本体１１に連接されていない耳部長
辺１２２には三巻縫いが施され、また、長辺側縁部１３１と、シーツ本体１１に連接され
ていない耳部長辺１３２には三巻縫いが施されていることで、糸のほつれの発生を防止す
ることが可能となる。
【００３８】
　また、シーツ本体１１が、その四隅に、内方に向かって湾曲する湾曲縁部Ｒを有し、各
短辺側縁部１２１及び各長辺側縁部１３１と滑らかに連結していることで、シーツ本体１
１の四隅への応力集中を分散し、四隅からの亀裂の発生を防止することが可能となる。
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【００３９】
　また、各湾曲縁部Ｒに三巻縫いが施されていることで、湾曲縁部Ｒの糸のほつれの発生
を防止する共に、強度を向上させ、シーツ本体１１の四隅からの亀裂の発生を、より起こ
りにくくすることが可能となる。
【００４０】
　また、各短辺側耳部１２及び各長辺側耳部１３が、互いに着脱可能に連結する連結手段
Ｄを有することで、シーツ１のマットレスＭへの着脱作業を、簡便に行うことが可能とな
る。
【００４１】
　なお、前記実施形態において示した各構成部材の諸形状や寸法等は一例であって、設計
要求等に基づき種々変更可能である。
【００４２】
　例えば、図４に示すように、シーツ１は、短辺側縁部１２１と長辺側縁部１３１とが固
着されてなるマチ部Ｔを有する構成としても良い。
【００４３】
　図４において、一方の短辺側耳部１２の短辺側縁部１２１と、各長辺側耳部１３の一方
の長辺側縁部１３１とが縫合されることにより、マチ部Ｔが形成されている。即ち、マチ
部Ｔは、シーツ本体１１の短辺方向に沿って二箇所形成されている。
【００４４】
　このようにすることで、シーツ１をマットレスＭに装着した際、シーツ１に強い外力が
加わったとしても、マチ部ＴがマットレスＭの隅に引っ掛かることで、シーツ１の装着位
置のずれやマットレスＭからの不意の脱離を抑制することが可能となる。
【００４５】
　また、作業者は、二箇所のマチ部ＴをマットレスＭの隅部に引っ掛け、マチ部Ｔが形成
されていない短辺側耳部１２を掴み、外方に引張りながら、短辺側耳部１２と長辺側耳部
１３とを連結することで、シーツ１をマットレスＭに装着することができる。即ち、マチ
部Ｔが、シーツ本体１１の短辺方向に沿って二箇所形成されていることで、マットレスＭ
への装着時に、表面にしわの無い装着状態を簡便に実現することが可能となる。
【００４６】
　なお、固着手段はこれに限定されず、例えば接着剤等で固着することでマチ部Ｔを形成
しても良い。また、マチ部Ｔは、シーツ本体１１の長辺方向に沿って二箇所形成しても良
い。また、上記のような構成とした場合、連結手段Ｄは必ずしも設ける必要はない。
【００４７】
＜実施形態２＞
　以下、図５～図７を用いて、本発明の実施形態２に係るシーツについて説明する。なお
、同実施形態において、先の実施形態と基本的に同一の構成要素については、同一符号を
付してその説明を簡略化する。
【００４８】
　図５（ａ）に示すように、本実施形態に係るシーツ１も、略長方形状のシーツ本体１１
と、シーツ本体１１の両短辺に設けられた一対の略長方形状の短辺側耳部１２と、シーツ
本体１１の両長辺に設けられた一対の略長方形状の長辺側耳部１３と、を備えている。
【００４９】
　また、シーツ本体１１及び各短辺側耳部１２は、一枚の生地を用いて一体に構成されて
おり、各長辺側耳部１３は、シーツ本体１１及び短辺側耳部１２と別体で構成されている
。
【００５０】
　シーツ本体１１は、シーツ本体１１の一対の長辺を構成する本体長辺１１１に、三巻縫
いが施されている。
【００５１】
　各短辺側耳部１２は、各短辺側耳部１２の一対の短辺を構成し、各湾曲縁部Ｒに向かっ
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て延びる短辺側縁部１２１と、一対の長辺を構成する耳部長辺１２２と、を有し、短辺側
縁部１２１と、シーツ本体１１に連接されていない耳部長辺１２２には三巻縫いが施され
ている。
【００５２】
　各長辺側耳部１３は、各長辺側耳部１３を構成する全ての辺に、三巻縫いが施されてい
る。
【００５３】
　図５（ｂ）に示すように、各短辺側耳部１２及び各長辺側耳部１３の裏面には、実施形
態１と同様にして、互いに着脱可能な連結手段Ｄが設けられている。
【００５４】
　図６に示すように、各長辺側耳部１３は、一方の耳部長辺１３２の裏面を、各本体長辺
１１１の表面に重ね合わせた状態で縫合することにより、シーツ本体１１に連結される。
【００５５】
　図７に示すように、シーツ１は、実施形態１と同様、シーツ本体１１の裏面がマットレ
スＭの上面と接するように、上方から覆い被せ、各短辺側耳部１２及び各長辺側耳部１３
を、着脱手段により連結することにより、マットレスＭに装着される。
【００５６】
　本実施形態によれば、各長辺側耳部１３が、シーツ本体１１及び各短辺側耳部１２と別
体で構成されていることにより、シーツ１をマットレスＭに装着した際、四隅の上方への
隆起をなくすことができ、美観に優れた装着状態とすることが可能となる。
【００５７】
　なお、前記実施形態において示した各構成部材の諸形状や寸法等は一例であって、設計
要求等に基づき種々変更可能である。
【００５８】
　例えば、シーツ本体１１と各長辺側耳部１３とを、一枚の生地を用いて一体に構成し、
各短辺側耳部１２を、シーツ本体１１及び各長辺側耳部１３と別体に構成しても良いし、
各短辺側耳部１２と各長辺側耳部１３双方を、シーツ本体１１と別体に構成しても良い。
【００５９】
　また、実施形態１において示した、短辺側耳部１２及び長辺側耳部１３の形状の変更例
や、かがり加工の変更例、連結手段Ｄの変更例は、本実施形態においても当然に適用する
ことができる。
【符号の説明】
【００６０】
１　　　シーツ
１１　　シーツ本体
１１１　本体長辺
１２　　短辺側耳部
１２１　短辺側縁部
１２２　耳部長辺
１３　　長辺側耳部
１３１　長辺側縁部
１３２　耳部長辺
Ｒ　　　湾曲縁部
Ｄ　　　連結手段
Ｔ　　　マチ部
Ｍ　　　マットレス
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月1日(2018.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略長方形状のシーツ本体と、前記シーツ本体の両短辺に設けられた一対の短辺側耳部と
、前記シーツ本体の両長辺に設けられた一対の長辺側耳部と、を備え、
　前記短辺側耳部及び前記長辺側耳部は、その縁部にかがり加工が施されてなり、
　前記シーツ本体は、少なくとも一つの隅に、内方に向かって湾曲する湾曲縁部を有し、
　前記短辺側耳部は、前記湾曲縁部に向かって延びる短辺側縁部を有し、
　前記長辺側耳部は、前記湾曲縁部に向かって延びる長辺側縁部を有し、
　前記湾曲縁部、前記短辺側縁部及び前記長辺側縁部が滑らかに連結され、
　前記湾曲縁部にかがり加工が施されていることを特徴とするシーツ。
【請求項２】
　前記短辺側縁部と前記長辺側縁部とが固着されてなるマチ部を有することを特徴とする
、請求項１に記載のシーツ。
【請求項３】
　前記マチ部は、前記シーツ本体の短辺方向又は長辺方向の何れかに沿って複数形成され
ていることを特徴とする、請求項２に記載のシーツ。
【請求項４】
　前記短辺側耳部及び前記長辺側耳部の少なくとも一方は、前記シーツ本体と別体に構成
されていることを特徴とする、請求項１に記載のシーツ。
【請求項５】
　前記短辺側耳部及び前記長辺側耳部は、互いに着脱可能に連結する連結手段を有するこ
とを特徴とする、請求項１～４の何れかに記載のシーツ。
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